
 

                       

                                  

                                  

   

県
理
容
組
合
の
第
68
回
通
常

総
代
会
は
５
月
25
日(

月)

、
県
地

場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
第
３
研
修

室
で
開
催
さ
れ
た
。 

始
め
に
、
80
歳
以
上
の
現
役
理

容
師
で
あ
る
永
年
就
労
者
14
名

に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
た
。 

総
代
会
は
、
行
野
欣
也
理
事
長

が
「
時
代
に
合
っ
た
組
織
を
つ
く

り
た
い
。
儲
か
る
業
界
を
目
指
し

て
い
こ
う
」
と
挨
拶
し
、
議
長
に

久
我
健
次
氏(

能
登)

、
副
議
長
に

松
本
健
志
氏(

加
賀)

を
選
出
し
て

議
案
審
議
に
入
っ
た
。 

議
案
①
令
和
７
年
度
事
業
報
告

承
認
の
件
、
②
令
和
７
年
度
収
支

決
算
報
告
承
認
の
件
、
③
令
和
８

年
度
事
業
計
画(

案)

承
認
の
件
、

④
令
和
８
年
度
収
支
予
算(

案)

承

認
の
件
、
⑤
令
和
８
年
度
借
入
金

最
高
限
度
額
承
認
の
件
、
⑥
振
興

計
画
の
変
更
認
定
申
請
に
関
す
る

承
認
の
件
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
審

議
さ
れ
、
全
議
案
が
原
案
の
と
お

り
承
認
可
決
さ
れ
た
。
総
代
か
ら

の
質
問
、
意
見
は
無
か
っ
た
。 

今
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、
各

種
講
習
会
の
開
催
、
能
登
縦
断
キ

ャ
ノ
ン
ボ
ー
ル
の
開
催
、
災
害
対

策
部
署
の
立
ち
上
げ
な
ど
を
実
施

す
る
た
め
、
丁
寧
に
提
案
理
由
が

説
明
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
事
務
所

運
営
費
を
６
月
徴
収
分
か
ら
１
０

０
０
円
に
変
更
す
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
、
総
代
の
理
解
を
求
め
た
。 

閉
会
後
、
第
45
回
石
川
県
理
容

政
治
連
盟
な
ら
び
に
第
26
回
自

由
民
主
党
石
川
県
理
容
支
部
の
通

常
総
会
が
開
か
れ
た
。 

当
日
は
、
㈱
日
本
ト
リ
ム
の
電

解
水
素
水
整
水
器
に
よ
る
健
康
セ

ミ
ナ
ー
が
あ
っ
た
。 

▼
総
代
会
の
出
席
者
数 

・
総
代
定
数  

  
  

60
名 

・
出
席
者
数 

 
 

  

54
名 

(

内
、
委
任
状 

15
名) 

   

▽
永
年
就
労
者(

感
謝
状
授
与) 

嶋
崎 

 

巌 
(

金
沢
・
１
西)

 

原 
 

昭
三  (

金
沢
・
１
西)

 

上
馬 

幸
子  (

金
沢
・
２
部) 

東 

登
志
子  (

金
沢
・
２
部) 

浜
本 

昭
徳 

(

金
沢
・
３
部) 

高
野
須
賀
子 

(

金
沢
・
６
部) 

堀
川
し
づ
子 

(

金
沢
・
７
部)

 

山
岸 

良
明 

(

加
賀
・
加
賀) 

河
原
佐
代
子 

(

加
賀
・
小
松) 

葛
野 

亮
一 

(

加
賀
・
小
松) 

田
村 

 

忠 
(

加
賀
・
能
美) 

木
野 

 

孝 
(

加
賀
・
石
川) 

熊
田 

久
子 

(

加
賀
・
石
川) 

田
屋 

金
龍 

(

能
登
・
河
北)

 

以
上
14
名  
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表 
 
 
 

彰 

第
68
回 

通
常
総
代
会    

事
業
計
画(

案)

、
予
算(

案)

を
承
認 

儲かる業界を目指そう 



理容いしかわ               令和 8 年 7 月 10 日（2） 

                                   

                                  

                                  

                                  

                 

理
容
師
共
済
会
が 

決
算
報
告
会 

理
容
師
共
済
会
の
決
算
報
告
会

が
、
３
支
部
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ

行
な
わ
れ
た
。
今
年
度
も
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
な
ど
積
極
的

に
加
入
促
進
に
努
め
る
。
役
員
は
、

■
能
登
支
部 

 

会
長 

 
 
 

大
積 

 

亨 

 

会
計
責
任
者 

夏
嶋 

正
博 

■
金
沢
支
部 

 

会
長 

 
 
 

田
中 

栄
一 

 

会
計
責
任
者 

松
原 

義
則 

■
加
賀
支
部 

 

会
長 

 
 
 

田
島 

徳
久 

 

会
計
責
任
者 

太
田 

健
二 



（3）令和 8年 7月 10 日                 理容いしかわ                           

 

 

 

                                  

                                  

                                  

                                  

                                  

 

事務所運営費の増額について 

■事務所運営費 

現行 500 円→６月徴収分より 1,000 円 

よって６月以降は 

・組合費    2,200 円 

・事務所運営費 1,000 円 

合計     3,200 円 

（政治連盟会費は含まれておりません） 



理容いしかわ               令和 8 年 7 月 10 日（4） 

 

多
賀
選
手(

第
２
部
門)

  

優
勝 

 

                                  

                     

             

   

  

第
74
回
東
海
北
陸
理
容
競
技

大
会(

主
催
／
東
海
北
陸
理
容
協

議
会)

は
６
月
22
日
（
月
）、
ソ
フ

ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
セ
ン
タ
ー
「
ソ

ピ
ア
ホ
ー
ル
」(

岐
阜
県
大
垣
市)

に
６
県
組
合
の
代
表
選
手
21
人

が
集
い
開
催
さ
れ
、
石
川
県
組
合

か
ら
は
田
中
栄
一
教
育
部
長
を
選

手
団
長
に
３
選
手
が
出
場
し
た
。 

開
会
式
で
は
、
川
端
清
協
議
会

会
長(

三
重)

が
挨
拶
し
、
松
平
佑

威
選
手(

岐
阜)

が
宣
誓
し
た
。 

競
技
は
４
部
門
で
行
わ
れ
、
第

２
部
門
の
多
賀
暁
選
手(

加
賀)

が

優
勝
、
第
１
部
門
の
田
嶋
寛
明
選 

手(

小
松)

が
第
２
位
を
獲
得
。
第

３
部
門
に
は
田
嶋
照
明
選
手(

小 

            

松)

が
出
場
し
た
。 

県
組
合
か
ら
大
会
委
員
と
し
て
、

小
伏
脇
奈
都
子
講
師
が
審
査
副
委

員
長
、
小
伏
脇
隆
ノ
介
講
師
が
マ

ネ
キ
ン
モ
デ
ル
審
査
委
員
長
、
沓

智
之
常
務
理
事
が
精
算
委
員
長
を

務
め
た
。 

来
年
は
石
川
県
組
合
が
担
当
し

て
金
沢
市
で
開
催
す
る
こ
と
か
ら
、

閉
会
式
で
行
野
欣
也
理
事
長
が
川

端
会
長
か
ら
大
会
旗
を
受
け
取
っ

た
。 そ

し
て
、
今
年
の
全
国
大
会
は

10
月
19
日(

月)

に
鹿
児
島
県
鹿

児
島
市
「
西
原
商
会
ア
リ
ー
ナ
（
鹿

児
島
ア
リ
ー
ナ
）」
で
開
か
れ
、
技

を
競
う
。 

 

入   
 

賞  
 

▼
［
第
１
部
門
］
ク
ラ
シ
カ
ル
カ
ッ

ト
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ス
タ
イ 

ル (

出
場
８
人) 

①
白
倉 

寛
也(

三
重) 

②
田
嶋 

寛
明(

石
川) 

③
深
見 

和
弘(

愛
知) 

敢
闘
賞 

藤
本 

 

空(

愛
知) 

▼
［
第
２
部
門
］
レ
デ
ィ
ス
カ
ッ

ト
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ス
タ
イ

ル (

出
場
６
人) 

①
多
賀 

 

暁(

石
川) 

②
勝
田 

剛
光(

静
岡) 

③
金
子 

美
穂(

愛
知) 

▼
［
第
３
部
門
］
Ｈ
ａ
ｉ
ｒ 

Ｃ

ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ-

２
０
２
６

「
Ｅ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
」(

出
場
５
人) 

①
川
村
恭
一
朗(

愛
知) 

②
神
谷 

友
裕(

愛
知) 

③
五
十
川
慎
介(

岐
阜) 

▼
［
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
］
ク
ラ
シ
カ
ル

バ
ッ
ク (

出
場
２
人) 

①
後
藤 

劉
輝(

愛
知) 

②
大
塚 

響
華(

愛
知) 

                        

第

74

回 

東
海
北
陸
理
容
競
技
大
会 



（5）令和 8年 7月 10 日                 理容いしかわ                           

 

 

 

手話で伝えよう！ 

女性部が講習会 

                           

県
組
合
女
性
部
は
５
月
15
日

(

月)

午
前
10
～
12
時
、
か
ほ
く

市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

手
話
教
室
を
開
催
し
、
組
合
員
ら

19
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

当
日
は
講
師
を
招
き
、
聾
者
と

し
て
の
子
ど
も
の
頃
の
経
験
を
始

め
、
聴
覚
障
が
い
者
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
学
ん
だ

ほ
か
、
あ
い
さ
つ
や
自
己
紹
介
な

ど
の
日
常
会
話
で
使
わ
れ
る
基
本

的
な
手
話
を
グ
ル
ー
プ
形
式
で
学

習
し
ま
し
た
。 

参
加
者
は
熱
心
に
講
師
の
説
明

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
手
話
を
体
験

し
、
聴
覚
障
が
い
者
へ
の
理
解
を

深
め
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
「
手
話
の
大
切

さ
を
改
め
て
感
じ
た
」「
今
後
の
接

客
や
地
域
活
動
に
生
か
し
た
い
」

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
教
室
を
通
じ
て
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
に
向
け
た
理
解
と
交
流
の
輪
を

広
げ
る
有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。 

 
(

通
信
・
下
﨑
薫
部
長) 

               

   

■
共
済
委
員
会 

日
時
／
６
月
15
日(

月)

午
前 

場
所
／
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー 

①
共
済
事
業
に
つ
い
て(

幹
事
保

険
会
社
担
当
者
に
も
出
席) 

                         

                                  

                                  

理
容
店
を
選
ぶ
理
由
は
人
そ
れ 

ぞ
れ
だ
が
、
私
の
店
の
常
連
さ
ん 

に
「
昔
の
話
を
し
た
い
」
人
が
居 

る
。「
子
供
の
頃
に
過
ご
し
た
町 

の
事
や
、
昔
の
金
沢
の
様
子
な
ど 

の
話
が
出
来
る
人
や
場
所
が
少
な 

く
な
っ
た
中
、
こ
の
店
で
は
話
が 

出
来
る
か
ら
」
だ
そ
う
だ
。 

 

大
抵
は
自
分
の
話
を
聞
い
て
欲 

し
い
の
だ
が
、
こ
ち
ら
が
理
解
し 

て
い
な
け
れ
ば
話
は
続
か
な
い
。 

商
売
柄
、
昔
の
話
は
顧
客
の
古
老 

 

か
ら
色
々
と
聞
い
た
知
識
の
蓄
積 

が
あ
る
の
で
充
分
対
応
出
来
る
。 

 

住
民
の
代
替
り
や
移
動
、
意
識 

の
変
化
に
よ
り
、
地
域
の
歴
史
文 

化
が
埋
没
し
つ
つ
あ
る
今
日
、
仕 

事
を
通
し
て
そ
れ
ら
を
次
世
代
に 

伝
え
る
事
が
出
来
れ
ば
、
地
域
へ 

の
恩
返
し
に
も
な
る
。 

 

一
人
で
出
来
る
事
に
は
限
界
が 

あ
る
の
で
、
各
理
容
店
が
そ
ん
な 

場
所
で
あ
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。 

（
理
容
文
芸
ク
ラ
ブ
） 

 

次
世
代
に
繋
ぐ
地
域
の
話
題
あ
り 

会 
 

議 

県組合事務局の業務時間 午前 ９：００～午後 ４：３０ （土・日・祝日は休業） 



理容いしかわ               令和 8 年 7 月 10 日（6） 

       

▽
理
事
長  

行
野 
欣
也(

金
沢) 

▽
副
理
事
長
、
総
務
部
長
、
企
画
室

長
、
生
衛
指
導
セ
ン
タ
ー
評
議

員 
 
 

田
島 

徳
久(

加
賀)

 

▽
副
理
事
長
、
教
育
部
長
、
生
衛
連

合
会
理
事 

 
 

田
中 

栄
一(

金
沢) 

▽
副
理
事
長
、
事
業
担
当 

大
積 

 

亨(

能
登) 

▽
常
務
理
事
、
経
理
部
長
、
生
衛
連

合
会
監
事 

沓 
 

智
之(

加
賀) 

▽
常
務
理
事
、
共
済
部
長 

夏
嶋 

正
博(

能
登) 

▽
常
務
理
事
、
情
報
セ
ン
タ
ー
長 

青
山 

幸
雄(

金
沢) 

▽
常
務
理
事
、
組
織
部
長 

 
 
 
 
 

川
尻 

真
澄(

金
沢) 

▽
理
事
、
組
織
部(

女
性
部
担
当) 

下
﨑 

 

薫(

加
賀) 

▽
理
事
、
教
育
担
当
、
情
報
セ
ン
タ

ー
担
当 

林 
 

政
勝(

加
賀)

 

▽
理
事
、
共
済
担
当
、
企
画
室
担
当

岩
崎 

栄
照(

能
登) 

▽
理
事
、
組
織
担
当
、
情
報
セ
ン
タ

ー
担
当 

山
本
登
志
幸(

加
賀)

 

▽
理
事
、
組
織
担
当
、
共
済
担
当 

松
原 

義
則(

金
沢) 

▽
監
事 

 

塚
本 

 

薫(

金
沢) 

▽
監
事 

 

葛
野 

英
之(

加
賀) 

▽
監
事 

 

杉
村 

武
志(

能
登) 

▽
事
務
長 

小
田
波
博
子 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

▽
顧
問 

 

長
田 

 

實(

金
沢) 

▽
相
談
役 

絈
野 

邦
雄(

能
登) 

▽
相
談
役 

田
畑 

 

豪(

加
賀) 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

      

金
沢
支
部 

▽
支
部
長 

 
 
 

田
中 
栄
一 

▽
副
支
部
長
、
経
理
部
長 

塚
本 

 

薫 

▽
副
支
部
長
、
企
画
部
長
、
情
報 

セ
ン
タ
ー
長 

 

青
山 

幸
雄 

▽
副
支
部
長
、
共
済
部
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

松
原 

義
則 

▽
総
務
部
長 

 
 

番
定 

伸
夫 

▽
教
育
部
長 

 

小
伏
脇
奈
都
子 

▽
組
織
部
長 

 
 

奥 
 

啓
太 

▽
事
業
担
当
部
長 

南
保 

克
実 

▽
副
企
画
部
長
、
副
情
報
セ
ン
タ 

ー
長 

 
 
 
 

澤
村 

篤
史 

▽
監
査 

 
 
 
 

上
仙 

実
樹 

▽
監
査 

 
 
 
 

小
西 

 

裕 

▽
地
区
長 

 

１
部
東 

 
 
 

西
村 

泰
紀 

 

１
部
中 

 
 
 

川
端 

大
介 

 

１
部
西 

 
 
 

小
西 

 

裕 

 

３
部 

 
 
 
 

竹
内 

利
法 

 

４
部 

 
 
 
 

山
口 

一
彦 

 

５
部 

 
 
 
 

桶
谷 

博
英 

 

６
部 

 
 
 
 

松
原 

義
則 

 

７
部 

 
 
 
 

長
田 

 

淳 

加
賀
支
部 

▽
支
部
長 

 
 
 

田
島 

徳
久 

▽
副
支
部
長
、
組
織
部
長 

橘 
 

英
行 

▽
副
支
部
長
、
総
務
部
長 

荒
木 

 

潤 

▽
経
理
部
長 

 
 

熊
田 

一
義 

▽
共
済
部
長 

 
 

太
田 

健
二 

▽
教
育
部
長 

 
 

林 
 

政
勝 

▽
情
報
セ
ン
タ
ー
長 

沓 
 

智
之 

▽
事
業
担
当
部
長 

荻
田 

喜
充 

▽
監
査 

 
 
 
 

叶
井 

隆
治 

▽
監
査 

 
 
 
 

石
田 

宣
夫 

▽
地
区
長 

 

加
賀 

 
 
 
 

中
出 

尚
人 

 

小
松 

 
 
 
 

廣
田 

 

明 

 

能
美 

 
 
 
 

和
田 

隆
志 

 

石
川 

 
 
 
 

熊
田 

一
義 

能
登
支
部 

▽
支
部
長 

 
 
 

大
積 

 

亨 

▽
副
支
部
長
、
経
理
部
長 

岩
崎 

栄
照 

▽
総
務
部
長
、
事
業
担
当
部
長 

 
 
 

宮
本 

一
茂 

▽
教
育
部
長 

 
 

酒
井 

孝
博 

▽
組
織
部
長 

 
 

三
宅 

善
仁 

▽
共
済
部
長 

 
 

夏
嶋 

正
博 

▽
情
報
セ
ン
タ
ー
長  

杉
村 

武
志 

▽
青
年
部
長 

 
 

高
宮 

 

諭 

▽
監
査 

 
 
 
 

松
原 

 

勝 

▽
監
査 

 
 
 
 

松
村 

季
之 

                         

▽
地
区
長 

 

河
北 

 
 
 
 

杉
村 

武
志 

 

羽
咋 

 
 
 
 

三
宅 

善
仁 

 

富
来 

 
 
 
 

岩
崎 

栄
照 

 

七
鹿 

 
 
 
 

宮
本 

一
茂 

 

輪
島 

 
 
 
 

酒
井 

孝
博 

 

珠
洲 

 
 
 
 

佐
渡 

和
夫 

 

能
都 

 
 
 
 

木
地 

 

司 

                          

令
和
８
年
度 

県
組
合
役
員 

令
和
８
年
度 

支
部
役
員 

令和８年度 

管理理容師資格認定講習会 

■講習日  ９月 28日(月)、29日(火)、30日(水)の 

連続した３日間。9:30～16:30 

■講習会場 金沢勤労者プラザ(金沢市北安江 3-2-20) 

■受講資格 受講資格基準日（令和８年８月 17日）までに、日本国内におい

て理容師免許の登録日から３年以上理容の業務に従事した者。 

■受講料  20,000円 

■応募方法 ７月 15 日(水)から７月 22 日(水)の間にオンラインでエントリ

ー、もしくはエントリー用紙のみを郵送してください。22 日必

着。(県組合ホームページからどうぞ) 

■応募先及びお問い合わせ先 

（公財）理容師美容師試験研修センター業務部 講習担当 

〒151-8602 東京都渋谷区笹塚２-１-６ 

ＪＭＦビル笹塚 01 (８階) 

（電話）03-5579-6115     
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金 

沢 

支
部
長 

田
中 

栄
一 

０
７
６(

２
４
５)

５
５
８
９ 

この度、一部中の部長を

拝命いたしました。微力

ではございますが、組合

員の皆様のお役に立てる

よう尽力してまいりま

す。何卒よろしくお願い

申し上げます。 

以上になります。 

趣味でフットサルと

マラソンをやってい

まして、早朝に犀川沿

いを走っています。 

部長職は２年目にな

りますが今年もよろ

しくお願いします。 

今年度７部部長をさせていただき

ます長田です。 

今年の１月から長年(92年)営んで

いた場所から心機一転して新しい

場所で営業することになりまし

た。 

久しぶりの部長ですので、至らぬ

点もあるかと思いますがよろしく

お願い致します。 

父からの代替わりで今

回初めての部長とな

り、わからない事が

多々ありますが、この

機会を得て組織の在り

方や有益な情報交流な

ど学んでいきたいと思

いますのでよろしくお

願いします。 

この度、４部部長に就任しました山

口一彦です。 

組合からの情報を、いち早く皆さま

に伝えられるように、また皆さまの

声を執行部に届けるよう努力して

いきます。一年間よろしくお願いし

ます。 

理容の道に入っ

て 47 年。１部西

にお世話になっ

て 43 年。２度目

の部長になりま

す。体力の続くか

ぎり皆様のお世

話を勤めてまい

ります。 

２年連続３回

目の部長をさ

せていただく

楠谷です。 

代表として頑

張ります。 

１部東  西村泰紀 

１部中  川端大介 

１部西  小西 裕    

４部  山口一彦 

５部  桶谷博英 

３部  竹内利法 

６部  松原義則 ７部  長田 淳 

今年度、６部部長の

松原です。 

初めての部長職な

ので、わからない事

ばかりですが、精一

杯がんばります。 

よろしくお願い致

します。 

地区部長紹介 
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■令和７年度理容料金等に関するアンケート結果報告です。全回答数は１５５件でした。 

■令和４年度には、理容料金適正化の算出と高料金化への環境づくりの一環で行ったアンケートの経過

調査を行いました。 

理容料金の値上げは行いますか？ 

全回答のうち、「行いました」、「行う予定」の計 43％

で、前回のアンケート結果を鑑みて、全体の 40％程

度がこの３年間に値上げを行ったと推察されます。 

料金値上げを行いますか？

未回答 

８％ 
行いました 

17％ 

行う予定 

26％ 

行う予定はない 

49％ 

アンケートにお答えいただいた現在の料金のグラ

フから、今回も組合員店舗間でも料金に 1,750 円

の開きがあります。また、総合調髪料金の最高額は

6,600円でした。 

キャッシュレス決済の導入については、全回答

の 36％が導入していて、導入している店舗での

利用客数は 50％から 20％が最も多かったです。 

導入している

36%

検討中

3%

導入予定ない

55%

未回答

6%
キャッシュレス決済を導入していますか？ 

金沢支部 理容料金等に関するアンケート結果報告 

総合調髪料金は？ 
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リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金 

 

総
代
会
開
催
前
に
Ｙ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｐ

金
沢
支
店
担
当
者
か
ら
、
窓
断
熱

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
事
業
の
説
明

が
あ
っ
た
。 

 

光
熱
費
の
高
騰
対
策
や
結
露
、

防
犯
等
に
効
果
が
あ
り
、
最
大
１００

万
円
の
補
助
金
が
受
け
ら
れ
る
。

予
算
に
限
り
が
あ
る
の
で
、
希
望

す
る
方
は
、
早
め
の
連
絡
を
お
願

い
致
し
ま
す
。 

  

    

能
登
支
部
総
代
会 

第
24
回
能
登
支
部
総
代
会
は

5
月
11
日(

月)

10
時
か
ら
、
ワ

ー
ク
パ
ル
七
尾
に
て
開
催
さ
れ
た
。 

                        

 

総
代
１２
名(

定
数
16
名
、
委
任

状
4
名)

、
役
員
9
名
が
出
席
し

た
。 

 

大
積
亨
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、

議
長
に
三
島
幸
太
氏(

羽
咋
地
区)

を
選
出
し
、
令
和
7
年
度
事
業
報

告
と
収
支
決
算
報
告
、
令
和
８
年

度
事
業
計
画(

案)

と
収
支
予
算

(

案)

、
そ
の
他
の
件
が
上
程
さ
れ
、

全
て
承
認
さ
れ
た
。 

 

 

総
代
か
ら
「
地
区
の
組
合
員
数

が
減
る
中
、
役
員
が
ず
っ
と
一
緒

な
の
は
、
ど
う
な
の
か
？
こ
の
ま

ま
３
支
部
体
制
が
維
持
出
来
る
の

か
？
」
等
の
意
見
が
出
た
。
大
積

支
部
長
か
ら
は
、「
地
区
の
再
編
等

か
ら
、
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
３
支
部
体
制
の
話
は
そ

の
後
だ
」
等
と
説
明
が
あ
っ
た
。 

 

閉
会
後
、
能
登
支
部
理
容
師
共

済
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
全
議
案

が
承
認
さ
れ
た
。 

 

災
害
対
策
訓
練 

 

能
登
支
部
災
害
対
策
訓
練
が

6
月
10
日(

水)

15
時
か
ら
行
わ

れ
た
。 

 
能
登
地
域
に
震
度
５
強
の
地
震

が
発
生
し
た
設
定
で
、
安
否
確
認
、

状
況
確
認
を
ラ
イ
ン
等
で
行
っ
た
。 

大
積
支
部
長
か
ら
は
「
実
際
に

災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
、
安
否
確

認
も
困
難
な
事
も
あ
る
と
思
う
。

今
回
の
訓
練
で
、
各
地
区
が
状
況

の
把
握
方
法
を
再
確
認
し
て
頂
き

た
い
。」
と
伝
え
ら
れ
た
。 

羽
咋
地
区
懇
談
会 

 

羽
咋
地
区
が
6
月
29
日(

月)

12
時
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト

ラ
ン
「
オ
レ
ン
ジ
ガ
ー
デ
ン
」
に
て

昼
食
懇
親
会
を
行
っ
た
。
参
加
者

は
11
名
。 

 

少
し
早
め
の
暑
気
払
い
で
、
近

況
報
告
や
世
間
話
で
親
睦
を
深
め

た
。 

                  

支
部
長 

大
積 

 

亨 

０
７
６
８(

２
２)

４
５
５
２ 
能 

 

登 
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こ
ま 

                             

                                 

◆
石
川
地
区 

立
山 

雪
の
大
谷
へ 

石
川
地
区
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行

は
５
月
11
日(

月)

、
富
山
県
立
山

黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
の
「
雪
の

大
谷
」
を
目
的
地
と
し
て
開
催
し

ま
し
た
。(

参
加
者
19
人) 

雪
の
壁
は
11
ｍ
と
例
年
よ
り

低
い
そ
う
で
す
が
、
天
候
に
も
恵

ま
れ
日
常
を
忘
れ
る
壮
大
な
景
色

の
中
で
、
組
合
員
同
士
の
親
睦
を

深
め
る
貴
重
な
一
日
と
な
り
ま
し 

                    

た
。 今

回
の
旅
行
で
高
ま
っ
た
結
束

力
を
今
後
の
組
合
活
動
に
活
か
し

て
い
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

(

通
信
・
熊
田
一
義
地
区
長) 

    

■
５
月
13
日(

水) 

場
所
／
小
松
市
芦
城
セ
ン
タ
ー 

 

「
報
告
・
協
議
事
項
」 

・
支
部
総
会
の
報
告 

・
県
組
合
総
代
会
に
つ
い
て 

・
盆
休
業
日
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て 

・
県
組
合
災
害
対
策
組
織
に
つ
い 

 

て 

・
手
話
教
室
に
つ
い
て 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
ッ
ト
に
つ
い 

 

て 

              

■
６
月
10
日(

水) 

場
所
／
小
松
市
芦
城
セ
ン
タ
ー 

 

「
報
告
・
協
議
事
項
」 

・
各
種
配
布
物 

・
東
海
北
陸
理
容
競
技
大
会
に
つ

い
て 

・
夜
間
講
習
会
に
つ
い
て 

・
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
に
つ

い
て 

・
購
買
注
文
に
つ
い
て 

・
防
災
連
絡
網
訓
練
に
つ
い 

・
各
種
講
習
会
に
つ
い
て 

・
女
性
部
手
話
教
室
に
つ
い
て 

・
賠
償
責
任
補
償
共
済
ポ
ス
タ
ー 

の
作
成
に
つ
い
て 

                   

加 
 

賀 

支
部
長 

田
島 

徳
久 

０
７
６
１(

７
４)

３
８
１
９ 

役 

員 

会 

防
災
連
絡
網
の
テ
ス
ト
を
実
施 

ラ
イ
ン
グ
ル
ー
プ
を
利
用 

加
賀
支
部
は
６
月
５
日(

金)

、
防
災
連
絡
網
の
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
。 

こ
れ
は
、
令
和
６
年
の
能
登
半
島
地
震
を
経
験
し
た
県
組
合
が
準
備

を
進
め
て
き
た
「
災
害
対
策
組
織
」
に
お
け
る
支
部
内
で
の
連
絡
網
の

確
認
で
、
ラ
イ
ン
グ
ル
ー
プ
を
利
用
し
て
行
な
わ
れ
た
。 

テ
ス
ト
は
次
の
よ
う
な
流
れ
で
正
確
に
伝
え
ら
れ
、
各
地
区
で
は
す

で
に
連
絡
網
の
準
備
が
整
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
数
日
内
に
組
合
員
の

安
否
が
確
認
さ
れ
た
。 

①
支
部
長→

支
部
役
員
会 

(

執
行
部
、
地
区
長) 

「
こ
れ
は
テ
ス
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
テ
ス
ト
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
加
賀
方
面
で
震
度
５
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

各
地
区
で
安
否
確
認
の
上
、
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
」  

②
地
区
長→

地
区
組
合
員 

「
安
否
確
認
の
上
、
◯
部
◯
◯
と
返
信
を
お
願
い
し
ま
す
。」 

③
地
区
組
合
員→

地
区
長 

「
〇
部
○
○
で
す
。
」 

④
地
区
長→

支
部
役
員
会 

「
○
○
地
区
、
全
員
の
安
否
確
認
が
と
れ
ま
し
た
」 

第
74
回
東
海
北
陸
理
容
競
技
大
会(

６
月
22
日
開
催)

出
場
の 

田
嶋
寛
明 

選
手(

小
松) 

多
賀 

暁 

選
手(

加
賀) 

田
嶋
照
明 

選
手(

小
松) 

お
疲
れ
様
で
し
た
！ 
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編 

集 

閑 

談 

▼
石
川
県
高
校
総
体
剣
道
大
会
が

６
月
４
日
か
ら
６
日
、
羽
咋
体
育

館
で
行
わ
れ
た
。
結
果
は
団
体
ベ

ス
ト
４
。
優
勝
チ
ー
ム
に
僅
差
で

惜
し
く
も
敗
れ
た
。
先
鋒
で
チ
ー

ム
に
貢
献
？
し
た
長
男
は
４
月
の

骨
折
か
ら
剝
離
し
た
骨
の
摘
出
手

術
後
直
ぐ
の
試
合
。
痛
い
手
で
よ

く
頑
張
っ
た
。
来
年
は
兄
弟
揃
っ

て
、
リ
ベ
ン
ジ
で
き
ま
す
よ
う
に
。 

 
 
 
 

 
(

杉
村
武
志) 

▼
『
極
め
る
』 

         

(

青
山
幸
雄) 

▼
夏
で
す
ね
。
家
の
周
り
に
可
愛

い
ツ
バ
メ
や
ス
ズ
メ
が
や
っ
て
来

て
賑
や
か
で
す
。
孫
と
い
っ
し
ょ

に
育
て
て
い
る
朝
顔
も
大
き
く
な

り
ま
し
た
。
ク
マ
騒
動
で
山
麓
へ

出
掛
け
る
こ
と
が
怖
く
て
少
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
能
登
放
鳥
の
ト

キ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
毎
日
で
す
。 

 
(

沓
智
之
） 

                                  

                                  

こ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら 

機
関
紙
「
理
容
い
し
か
わ
」
の 

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
へ
リ
ン
ク
！ 

Ｓ
マ
ー
ク
は
信
頼
の
ブ
ラ
ン
ド 


